
平成２４年度 愛知県立一宮西高等学校学校評価

１ 品位ある西高生
時を守り、場を清め（身の周りをきれいにする）、礼を正せ。

・時間厳守 ・挨拶の励行 ・人権意識の発揚 ・環境美化
２ 智をみがく西高生

本年度の ・高い志と強い意志 ･意欲の涵養（自己啓発と挑戦）
重点目標 ・確かな学力の育成（基礎基本の充実と思考力・判断力・表現力の伸長）

・授業･補習等への積極的な取組
３ 逞しい西高生
・文武両道 ・学校行事への積極的な参加と取組 ・疾病･傷害の未然防止
・不登校生徒への早めの対応→教育相談の有効活用

項目（担当） 重点目標 具体的方策 留 意 事 項

学校行事 式典や集会を通し ・式典に相応しい身だしな ・クラス担任や生徒指導部と連携し、式典に相
（総務部） て品位・品格を高 みと校歌斉唱を通して西高 応しい身だしなみで臨むように指導する。
（生徒指導部） める。 生としての自覚の向上
（各学年会）

PTAとの連携の ・PTAとの情報交換の充 ・役員会、理事会、支部別 PTAの懇談会を通
推進 実 して情報交換を充実させる。

学習指導 学習意欲の喚起 ・３年間を見通した教科シ ・各学年の最初の授業で配布・説明する。また
（教務部） ラバスの積極的活用 長期休業明けに再度簡易版などを提示して学習
（進路指導部） の立て直しができるようにする。
（各教科会） ・分かりやすい授業の研究 ・一学期の授業公開や生徒による授業アンケー
（各学年会） トをもとに教科会で研究協議をし、教科全体の

指導力の向上を図る。
・発展性のある学力の育成 ・基礎基本の定着にとどまらず、読解力や表現

力などの発展性のある学力と高い知性を身に付
けさせる。

生徒指導 安心安全な学校生 ・自己防衛意識向上に向け ・不審者被害について、印刷物や講話、講演会
（生徒指導部） 活に繋がる道徳意 た積極的な啓発活動の展開 など、あらゆる機会を利用して啓発活動を実施
（各学年会） 識の醸成 する。

・規範意識と心豊かな人間 ・本校生徒としての帰属意識と規範を高め、社
性の涵養 会の一員としての生活習慣を体得する。
・交通安全意識の向上 ・日常の学校生活の中で、交通安全意識が向上

するように安全教育を実施する。

進路指導 生徒の希望進路の ・進路情報の分析・検討と ・様々な進路情報を分析・整理し、生徒の発達
（進路指導部） 実現 適切な提供 段階や保護者のニーズに応じて提供していく。
（各教科会） ・補習等の課外指導の充実 ・生徒の状況に応じた教材の開発や習熟度別ク
（各学年会） ラス編成等の工夫によって、限られた時間を有

効に活用し学習効果を高める。

安全指導 救急救命への取り ・心肺蘇生法、AED操作 ・救命救急の緊急時に、確実な心肺蘇生法や
（保健部） 組みと校内美化の 技術の習得 AED操作ができるよう講習会を実施する。
（各学年会） 推進 ・生活環境と清掃に対する ・音楽を清掃時に流すことにより、学校全体で

生徒の意識向上 環境美化に取り組む姿勢と意識向上に努める。

部活動 部活動成果の向 ・日々の練習の充実 ・教員間の連携を深め活動時間を確保する
生徒会行事 上と、学校行事 とともに、工夫のある練習を行えるように
（生徒会部） の充実・発展 する。また、部活動を通じて感謝の心や規
（各学年会） 範意識を育てる。

・委員会活動の活性化と ・委員会活動を通じて、生徒会行事への生
生徒の主体的な参加 徒の主体的な参加を促すとともに、リーダ

ーの育成を図る。

読書指導 積極的な図書館利 ・生徒の読書推進 ・「図書館だより」の新着図書の案内やお薦め本
（図書部） 用の推進 の紹介を通じて、生徒の読書意欲を高める。
（各教科会） ・利用しやすい図書館への ・図書資料の充実、配架方法の工夫に努める。
（各学年会） 工夫

・図書委員による行事活動 ・図書委員を中心とした図書館行事(企画展)を
の充実 積極的に行う。


